
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

二

六

九

号

韓
国
国
会
議
員
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
で
会
議
開
催
を
目
論
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
対

応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博

269



韓
国
国
会
議
員
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
で
会
議
開
催
を
目
論
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
対

応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
二
十
日
、
韓
国
国
会
の
「
独
島
領
土
守
護
対
策
特
別
委
員
会
」
の
姜
昌
一
委
員
長
が
、
竹
島
で
右
委
員
会
の
全
体

会
議
を
八
月
十
五
日
に
開
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
韓
国
国
会
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
、
政
府
、
特
に
外
務
省
、
在
韓
国
日
本
国
大
使
館
が
最
初
に
察
知
し

た
の
は
い
つ
か
。

二

在
韓
国
日
本
国
大
使
館
よ
り
発
せ
ら
れ
た
、
前
文
で
触
れ
た
動
向
に
つ
い
て
報
告
す
る
公
電
が
外
務
本
省
に
到
着
し
た

日
、
時
、
分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
文
で
触
れ
た
動
向
は
、
韓
国
政
府
と
し
て
も
正
式
に
後
押
し
し
て
い
る
も
の
か
。
そ
れ
と
も
、
独
島
領
土
守
護
対
策
特

別
委
員
会
が
独
自
に
見
せ
て
い
る
も
の
か
。

四

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
に
お
い
て
、
過
去
に
韓
国
国
会
の
委
員
会
、
ま
た
は
本
会
議
が
開
か
れ
た
事
実
は
あ
る

か
。

五

前
文
で
触
れ
た
委
員
会
の
全
体
会
議
が
竹
島
で
開
催
さ
れ
た
場
合
、
右
は
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

一



か
。
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

六

報
道
に
よ
る
と
、
姜
委
員
長
は
「
独
島
は
侵
略
に
よ
っ
て
一
九
〇
五
年
に
最
初
に
奪
わ
れ
た
土
地
。
解
放
さ
れ
、
独
島
を

取
り
戻
し
た
日
に
開
催
す
る
意
義
は
大
き
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
発
言
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務

省
の
見
解
如
何
。

七

六
の
姜
委
員
長
の
発
言
、
そ
し
て
一
連
の
動
向
に
つ
い
て
、
政
府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
、
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


